
「暮らしの豊かさ向上と森林⽣態系保全」を⽬指す
対⾺もりびと協同組合の設⽴へ

令和4年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

2023年2月16日ver

一般社団法人MIT 吉野 元



対馬

日本の原点、対馬。大陸との重要な架け橋。

東アジアの中心

対
馬



生物の交差点

2

• 渡りの十字路
→日本でみられる鳥の半数以上が対馬で観察可能



ツシマヤマネコが生き残ってきた対馬の自然と人の暮らし

持続可能な暮らし
3



4

対馬は森の島 89%



天道信仰-多久頭魂神社

原生林が残る社寺林
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バッファーゾーン
（緩衝地域）

コアゾーン
（核心地域）

トランジットゾーン
（移行地域）

非経済林の
管理と利用の
仕組みづくり

適切な光量、最適な密度、下
層植生の繁茂、森の湿度維持、

樹木の成長率向上

管理や保全による森の変化

シカ・イノシシの減少による森の変化

樹木が育つ、下草が生える、
地下水の浄化・涵養、マダニ

の減少、林産物の増加

磯焼け
対策

⽣物多様
性保全温暖化

対策

⽔道や防災の
インフラ設備
費⽤の軽減

森の涵養・浄化
機能の向上

放置残材等の海へ
の流出防止

土砂災害の防止

植物の気候調整
機能の向上

カワウソやキタタキ
の復活

ツシマヤマネコや
ウラボシシジミの保全

森⾥海の
連環

放置残材等の海へ
の流出防止

地産地消・
地域経済の
循環

バイオマス
の熱利⽤

外貨獲得

高付加価値の高い
商品展開

地域経済の活性化

森林資源の地産
地消の推進

新たな
雇⽤創出

林産物の
ブラン
ディング

学校での
ESDの実施

エコツーリズム・森
林セラピーの実施

癒しの体験

学びの
体験

生涯学習・対馬
グローカル大学

教育者

学生・市民

企業研修やイ
ンターンシップ

仕組みづく
り・予算化

パートナー
シップづくり

森のゾーニングと
管理計画策定

とらやま
の杜協同

組合

とらやまの杜協同
組合設立

森のトラスト化と
認証制度の構築

対馬の森のゾーニング
と最適な利用の促進

森林環境贈与税の
活用

小売店・
土産店・商社

地域の木材を使って建物
の建築・リフォーム

天然由来の
林産物

木の駅の設置/
薪ストーブの普及

家庭や公共施設
温泉施設での熱利用

土産店・スーパー
で販売

はちみつ

観光客・
市民

森林資源の高付加価値化

森づくりの副業化
森林認証制度の確立

地域経済の循環が広がる

NPO・市民団体

農協など

製造業者等

木材・薪

椿油、山椒等
の採集

はちみつの
採集

自然薯の
採集

自然薯

原木しいたけ

ジビエ・レ
ザー商品

炭・木工品

原木しいたけ
栽培

環境に配慮した効率
的な林業の施行

燻製チップ
オイル

食肉加
工業者

製材
所・薪

製造所

観光協会・
観光事業者

森林組合・
事業者

環境省・
市・県

猟友会

民間
事業者

個人・
漁師

関係団体
等

森づくりの
担い手

大学・教育
機関

教育機関

NPO・市民
団体

民間
事業者

NPO・市
民団体

PDCAによる管理計画
の実行と効果検証

環境保全型の小規模
な林業の施行

手入れ・土留

森林の生物多様性
モニタリング調査

シカ・イノシシの
対策と捕獲

希少生物の保全
のための森林整備

ユネスコエコパーク
への登録

対⾺のSDGsの
しまづくりの
ブランド化

若い人が対馬に移住・
交流人口拡大森づくりの予算や資金・

体制・仕組みが整う

仕組み確立による一体的な森づくり

森づくりが加速的に実施
森林の価値を再認識

トラスト地が保護区として保全

森林の保全と
持続可能な
利⽤促進 島の賑わい・

交流⼈⼝拡⼤

森づくりの
担い⼿の創出

対⾺らしい幸
せ・豊かさの
価値感醸成

森づくりの担い手の確保

森や生き物に興味・関
心のある人が増える

人々と森の関係性の変化

森に関わる人が増える
子供達の遊び場創出

エコツーリズムの活性化

対⾺で⽬指す森を軸とした
地域循環共⽣圏



• ソーシャルビジネスを生み出す！
• ツシマモリビトを増やす！
• 生きものが多様な森を増やす！
• 森の多面的機能の発揮する仕組みを作る！

9

対馬の森を蘇らせる！！
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VISION 
 
・ヤマネコにとってのやさしい森（神宮） 
・⼈とヤマネコが共⽣する森をつくる（松本） 
・全国・世界のモデルをつくる（吉野） 
・みんながいいと思える森にしたい（瀬⾕） 
・健全な森（神宮） 
・⼦どもも⼤⼈も安⼼して⼊れる森（堺） 
・シンボルとしてのヤマネコ（吉野） 
・「対⾺で⽣きていく」を形に（神宮、本⼭） 
・対⾺が対⾺であり続ける（神宮） 
 
⼈もヤマネコも対⾺で⽣きていく 
100 年後（根拠があれば⼊れていい） ・国境離島 
                  ・地⽅創⽣ 
                    （⼈⼝） 
 
 

MISSION 
 
・⾮経済林（⾥⼭）をキレイにしたい（松本） 
・もっと⽊材に価値をつけたい（松本） 
・森林資源の保全のための活⽤（神宮） 
             ↓ 
           事業にする 
・事業のためのトラスト（神宮） 
・森に関わる⼈を増やしたい（吉野） 
・雇⽤（副業も含む）を増やしたい（松本） 
・対⾺に帰ってくる理由を作る（有川） 
 
⽣物共⽣型、持続可能性 

VALUE 
⇒⼀⾔で⾔えるくらいにしないと伝わらない 

 
・トラストを付加価値にする（吉野） 
・みんなが集える場（森⽥）  
・森の魅⼒、地域の想いを引き出せる（本⼭） 
・現場主義（神宮） 
・対⾺の課題に向き合う（神宮） 
 
トラスト化することでどんな価値が⽣まれる？（嶋⽥） 
・森を価値づける（神宮） 
このチームだからできる価値づけは？ 
・ストーリー性を持たせられる 
・消費者ニーズをとらえられる 
・守る覚悟（国境離島、過疎地域）（松本） 
・つなぐ（吉野） 
 ⇒なにを？ ・MIT：セクターをつなぐ 
       ・対⾺⽊材：サプライチェーンをつなぐ 
       ・全国の他地域 
       ・世界 

事業内容 
 
・ 
・ 

ツシマモリビト協議会メンバーでの協議【8/19】
さとゆめによるファシリテートのもとで議論
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TAKIVIVAでの戦略会議 (10/31-11/2)
with さとゆめ
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対⾺もりびと協同組合

対⾺⽊材産業 MIT

海⼦丸園⽥林業

【ミッション】⾃然共⽣型の森づくり事業を⾏うモリビトを増やし、雇⽤を増やす
【ビジョン 】100年後も⼈もヤマネコも対⾺の森で⽣きていく
【バリュー 】森のインキュベーター

森林整備案件の
企画・受注

研修・体験
の企画・受託

林産物の商品開発・
加⼯・販売

拠点の管理・運営業務

<組合員・出資⾦あり>

準組合員

代表理事：松本⾠也
専務理事：吉野 元
理事： 細井尉佐義
理事： 園⽥益也
参事兼クリエーター：

森⽥雄⼤
顧問： 嶋⽥俊平

賛助会員

<決議権・出資⾦なし>

事業内容

出資⾦/利⽤料（⼿数料）業務の協同実施
拠点や機会の提供

森林整備・丸太・林産物・体験・研修・各種調査・イベント業務の実施

調査業務の受託
補助⾦の獲得等

ツシマモリビトとして成⻑し、
多様な森の事業を展開

サービス料の⽀払い商品・商材・サービスの提供

対⾺⽊材事業協同組合・⼀般消費者・⾃治体・企業等

3⽉10⽇に総会
3⽉末に登記予定
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薪置き場 薪製造
トイレ

シャワー

舟志の森自然学校の整備計画

↓研修室

1年⽬：まずは廃校を使う。⾃分だちでできる範囲で改修。

セミナールーム↑ ↑宿泊室↑執務室/
シェアオフィス

↑⾷堂・カフェ
（セルフ）

↑オイル製造

↓⽊⼯制作物販・展⽰室↓

キャンプサイト / TAKIVIVA / ドッグラン
-グランド-

2⽉ 市への申請書提出
6⽉〜8⽉計画作成
10⽉〜 改修&活⽤
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⾕神（重原）奈津⼦⽒

公益財団法⼈京都市環境保全活動推進協
会研究員
京都⼤学⼤学院地球環境学舎、博⼠号取
得。研究のテーマは対⾺の⾃然資源利⽤
や景観変化。京都在住。元対⾺市外部集
落⽀援員。MIT特別研究員

■依頼内容
モデル林における植⽣調査と対⾺の
森のあり⽅検討の助⾔

l 植⽣図
l GIS データ
l 植物リスト
l 活⽤⽅法まとめ

■調査⽇時
10/5-10/9, 10/26-10/29

外部専⾨家①
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⼩森 胤樹 （こもり つぐき）⽒

フォレスターズ合同会社 代表社員

・国産材割り箸の普及活動と販売。
・岐⾩県産材の⽊製品の製造販売。
・市町村の林務⾏政⽀援事業。

■依頼内容
モデル林の森林管理計画策定の助⾔

■調査⽇時
11/4, 5
1/23-1/26

外部専⾨家②



等高線

舟志の森

道路縁

上対馬町_小班

18

上対⾺町⾈志の森の全体像
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管理⽅法の検討

あるべき姿の設定

ヤマネコと共⽣する森とは？
多様な環境・森林が存在すること
持続可能な形で管理できること

重要性・採算性・実現可能性から
優先順位を決め、実施期間・
予算・実施体制を決定する

植⽣・ゾーンごとのあり⽅の整理
例）針葉樹（平地）
例）針葉樹（傾斜地）
例）広葉樹
例）植樹した場所、裸地等

専⾨家の意⾒
林業事業者の意⾒
関係者の意⾒

専⾨家の意⾒
関係者の意⾒

<全体の⽅向性・⽂⾔> <各論の⽅向性>

できればイラストに落とし込む

成果・アウトカム
⽬標数値（KPI)の設定

針葉樹（平地） 植樹した場所
針葉樹（傾斜地） 畦畔林
広葉樹（平地） 裸地等
広葉樹（傾斜地） ⽵林
植樹した場所 その他

植⽣×ゾーン(地形等）ごとに設定

アウトプット
アウトカム の設定

あるべき姿に向けて具体的に何をやるのか。
何本切るのか？費⽤はいくらか？5W1H

獣害対策も加味

■森のあるべき姿と管理方法の検討について
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⽇時・場所 実施内容
1/23 14:00〜16:00
＠対⾺市交流センター

勉強会・キックオフミーティング
1 趣旨説明・計画策定の流れ（吉野）
2 専⾨家による講義（⼩森さん）+質疑応答
3 多頭捕獲の実証事業について
4 調査のポイントの整理（意⾒交換）

1/24 9:00〜12:00
＠⾈志の森

現地踏査①
⾈志の森全体を歩いて回り、全体・ゾーンごとのあり⽅（理想的
な姿）をイメージする

1/24 13:30〜17:30
＠MIT事務所

計画づくり①
あり⽅について意⾒交換・計画づくりWS

1/25 10:30〜15:00
＠⾈志の森

現地踏査②
ゾーンごとの具体的な整備内容について専⾨家・実践者を交えて
現場で確認

1/26 10:00〜13:00
＠MIT事務所

現地踏査③
ゾーンごとの具体的な整備内容について専⾨家・実践者を交えて
現場で確認

※⽵林整備および獣害対策の内容検討は、daidaiさんとの共同企画で別途調査を実施予定
参加予定者：⾈志の森づくり実⾏委員会関係者、対⾺もりびと関係者、⾏政関係者

専⾨家（⼩森胤樹(つぐき)⽒、森林総合監理⼠:⽇本版フォレスター）

■関係者・専⾨家との現地確認と計画づくりワークショップ



森づくり勉強会(1/23)

21

時間 内容

14:00-14:15 趣旨説明・計画策定の流れ（吉野）

14:15-15:00 専門家による講義（小森さん）

15:00-15:30 フリーディスカッション

15:30-16:00 多頭捕獲の実証事業について

フォレスター 小森さん
対馬振興局 本山さん、齊藤さん、林田さん
対馬市 自然共生課 神宮さん
対馬もりびと 松本さん、細井さん、森田さん
舟志の森づくり実行委員会 玖須さん
daidai 齊藤さん、武田さん
環境省 松岡さん、池田さん
MIT 吉野、堺
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ソーンごとの目指すべき森と
そのためにすべきことを現場
をみながら、専門家や林業事
業者の視点を交えて、みんな
で協議した。

専門家：フォレスター 小森さん
対馬木材 松本さん
海子丸 細井さん
対馬もりびと 森田さん
自伐林家 園田さん
舟志の森づくり実行委員会 玖須さん
環境省 池田さん
MIT 吉野、堺

舟志の森づくり管理計画
改定作業
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モデル林：豊玉町 トラヤマの杜貝口スス山

対⾺⽊材事業協同組合の社有林（3ha ⾃然共⽣サイト認定に向けた試⾏参加中）
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【ID※】 サイト
名︓

【トラヤマの杜 ⾙⼝ スス⼭ 】 協⼒者︓ 【ツシマモリビト協議会 】

【場所・⾯積】 【⻑崎県対⾺市】、【⾯積】3.34 ha
【管理⽬的】
l ツシマヤマネコやニホンミツバチをシンボルとして、多様な⽣物の⽣息環境である⾥⼭保全に貢献す

ること。また、ツシマモリビト（対⾺の森を守る⼈）の研修や活動の拠点として整備し、ツシマモリ
ビトを増やしていく拠点の⼀つとする。当サイトは、ツシマモリビトが森林の管理にとどまらず、林
産物の収集（資源の発掘）、レクリエーションや環境教育の場として持続可能な利⽤を⾏い、森の価
値を“⾒える化”していくモデル林である。

区域全体図・写真②

申請区域の様⼦が分かる写真
をここに添付

※申請区域の代表的な環境の遠景など

区域全体図・写真①

申請区域及びその周辺の様⼦
が分かる図・航空写真等をこ

こに添付

※申請区域に加え、周辺の緑地等の
状況を把握できるもの

※事務局が作成するため、添付不要

【サイト周辺の状況】
l 対⾺の中央部の⻄側に伸びる半島にある。リアス海岸地形である浅茅湾に⾯しており、壱岐対⾺国定

公園 第2種特別地域に指定された地域である。広葉樹やスギの⼈⼯林からなる⼭野が広がる。サイト
の林から沢・湿地・河⼝・海へと繋がっており、⼩さな流域となっている。

【⼟地利⽤の変遷】

【活動のアピールポイント】
l ニホンミツバチの蜜源を増やしていくとともに、ツシマヤマネコの餌となるネズミを増やすための

ゾーニングや下層植⽣の回復等の管理計画の策定を関係者と⾏う。管理計画をもとに、森林整備を継
続的に⾏うとともに、森づくりや獣害⿃獣対策の担い⼿（ツシマモリビト）の育成・交流の場、研究
を⽬的とした演習林、モニタリングサイトとしての機能も有するようにしていく。多様な研究者を呼
び込み、植⽣の変化や動植物の多様性の変遷などをモニタリングしていく場所にしていきたい。

【サイト概要】
l 壱岐対⾺国定公園第2種特別地域に指定された社有林。ヤマネコやテンを頂点とする対⾺の典型的な⼆
次的⾃然環境（⾥⼭林）の⽣態系があり、主な植⽣は常緑広葉樹と⼀部、落葉広葉樹、針葉樹等があ
る。その他、タケ類、ヤマザクラ、モチツツジ、アカメガシワ、ウルシ類、ヒサカキなどが⾃⽣して
いる。明るい林内を創出するために、広葉樹・針葉樹は間伐を⾏い、そのための作業道も設置した。
また、サイト内には、⼩規模皆伐を⾏った区域があり、防⿅柵を設置して、天然更新を⾏っている。
その⼀部は苗畑場として活⽤している。今後関係者と管理保全計画を作り、保全・管理・モニタリン
グを継続的に実施していく。

l 対⾺では⼭の傾斜地を切り開き、段々畑を作り、焼畑を⾏ってきた。戦後の拡⼤造林の際に、段々
畑にスギ・ヒノキを植えて、⼈⼯林を育てた。尾根沿いや斜⾯には、ツバキも多く植えられている。
サイトの平地部は2021年度冬に伐採し、苗畑として活⽤することとした。防⿅柵を設置して、天然
更新による植⽣回復を⾏っている。サイト内の針葉樹・広葉樹は間伐を⾏い、多様な樹⽊や草本類
が育つように環境を整備している。

環境省30by30へ
⾃然共⽣サイトへの登録審査
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【ID※】 サイト名︓【申請サイト名称をここに記⼊】 協⼒者︓ 【申請者名をここに記⼊】

【⽣物多様性の価値、管理内容およびモニタリングの概要】

⽣物多様性の価値 ⽣物多様性の価値の概況 管理内容 モニタリング概要

(3)

【常緑広葉樹が優先する林内】

対馬の典型的な二次的自然環境（里山林）の

生態系があり、主な植生は常緑広葉樹（低木
→ツバキ、高木→タブノキ）と一部、落葉広
葉樹（コナラ・ノグルミ・アベマキ）、人工

林・針葉樹（ヒノキ林）がある。その他タケ
類(ヤダケ？)、ヤマザクラ、モチツツジ、ア
カメガシワ、ウルシ(詳細未同定)、ヒサカキ
などがパッチ状に自生している。

サイトの林から沢・湿地・河口・海へと繋
がっており、連続的で小さな流域の一角を
担っている。

明るい林内を創出するために、広葉樹・針葉

樹は間伐を行い、そのための作業道も設置し
た。また、サイト内には、小規模皆伐を行っ

た区域があり、防鹿柵を設置して、天然更新

を行っている。その一部は苗畑場として活用
している。

今後関係者と管理保全計画を作り、保全・管
理・モニタリングを継続的に実施していく。

(6)

【ツシマヤマネコ の糞】

国の天然記念物であり、絶滅危惧IA類 (CR)に
指定されているツシマヤマネコの生息域内で

あると考えられる。当サイトでも糞を確認し
た。また、同地域にて、獣害対策のくくり罠

での錯誤捕獲でツシマヤマネコが捕獲されて

いる（豊玉町仁位）。また、同じく国の天然
記念物であるツシマテン（長崎県版レッド
データブック-準絶滅危惧）の糞は2022年10月
の現地踏査の際に多く確認された。⻑崎県の
天然記念物に指定されていた対⾺固有亜種の
ツシマジカは、現在個体数が増えすぎて、個
体数管理のための捕獲・駆除対象となってい
る。

シカの食害により、下層植生がないため、防

鹿柵の設置箇所の拡大やシカの捕獲対策の継

続的な実施も行う予定である。また、ツシマ
ヤマネコの餌となるネズミ類の好適な環境を

創出すべく、落葉広葉樹の割合を増やしてい

く（落ち葉を増やす）ための森林管理計画を
作っていけないか検討中である。

3ヶ月に一回程度の定期的な痕跡調査（ルー

トセンサス）を行うとともに、自動撮影カメ
ラによる定点観察を行う予定である。

試⾏結果として「認定」に相当
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自然共生型森づくりの多主体参加モデル事業 実施地域：
長崎県対馬市

申請団体名：一般社団法人MIT 期間：2022年6月〜2025年2月 事業費：33,435,000円

l 非経済林化している森林は、所有者が放置し、有害鳥獣被害により

森林生態系が著しく劣化している。土砂災害等の自然災害のリスク
が大きく、森の仕事の担い手は高齢し、農山漁村から人口流出が
加速している。

l 一方で、地域資源としての非経済林の潜在的な価値は大きく、 新
たな働き方(半農半X型) を求める若者の活躍の場、ソーシャルビジ

ネスの可能性は非常に大きい。そのためには、公益性を有する非
経済林の森林の保全と持続可能な利用を行う担い手(ツシマモリビ
ト）を確保し、育てる場や仕組みが必要である。

P1

＜社会課題＞

l 非経済林となっている森林において持続可能な森林施業や資源活

用、鳥獣対策等のソーシャルビジネスを兼業（半農半X型）で行うツ
シマモリビトを確保し、育成するチャレンジセンターを運営する。

l 新たなツシマモリビトは、活性炭、蜂蜜、木工品、エッセンシャルオイ
ル、燻製チップ、スウェーデントーチ等の林産物やジビエの製造や、
森林管理やエコツーリズムなどのサービスを指導者（チャレンジセン

ターでマッチング）から習得し、3年後に自立する。

＜事業内容＞

若者の定住と働き方改革、森林保全と生態系サービスの向上の実現

l 非経済林でソーシャルビジネスを展開するツシマモリビト確保：20名
l 各SBによって生まれた得られた総売上：2000万円/年
l 経済林化され、保全・活用された非経済林の面積：20ha

＜3年後のアウトカム＞

＜スキーム図＞

対馬木材産業(株)(一社)MIT

森林整備や林産物製造の
技術的指導・機材提供

コンソーシアム

(有)AID

利用可能な非経済林の確
保と提供（地主との調整）

チャレンジセンター運営
（人材の確保とマッチング）

有害鳥獣の多頭捕獲の
IT技術開発と提供

サービスの高付加価値化と
販売・販路拡大

活動

森林整備
（小さな林業）

森林資源の

製造と販売

多頭捕獲に

よる鹿対策

森林保全と生態系サービスの向上
生物多様性保全、文化・教育・癒しの場、水源涵養機能、
土砂災害防止、磯焼け対策、CO2固定、各種林産物活用等

場や

機会

各種

支援

（若手の起業家・移住者・対馬の若手の会社員、漁師=ツシマモリビトとして育成）

若者の定住と働き方改革
森林保全や地域コミュニティの
担い手の確保と地域経済の活性化

共同

事業

非経済林におけるツシマモリビトの兼業型ソーシャルビジネスの創出

チャレンジセンター
担い手（候補）と指導者

とのマッチング

癒しや体験の

サービス提供

自然共生型森づくりの多主体参加モデル事業
休眠預金等活用制度に基づく第3世代による 九州位置(地域)価値創造事業

2022年-2024年 3,000万円(8割補助）



佐護ツシマヤマネコ米とのコラボ！
木工職人との連携
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木工職人の育成 with 神宮木工



木工品の商品化
森田氏×厳原中学校
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メープルシロップの商品化
池田氏×比田勝中学校
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獣害ハンターの育成 with daidai
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各種視察・研修の受入・コーディネート
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対馬高校 1年生 140名へのSDGs（ツシマモリビト活動）の紹介
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啓発資料の作成



森・川・⾥・海・まち・ひと・しごとの好循環と
豊かな共⽣社会を次世代に引き継ごう！
第２次対馬市環境基本計画



• 構想や組織づくりは順調に進んでいる
↓

• 実践的な活動の蓄積と持続可能な展開へ
–ツシマモリビトの確保と育成（組合員・準組合員）
– ソーシャルビジネスの実行
– トラヤマの杜のモデル林整備の実践
–活動拠点（廃校）の整備

感じている課題
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場づくり（土壌・根・幹）
環境的視点

森林の保全と持続可能な利用
のための場づくり

モデル林での管理計画の策定
とゾーニング、モニタリングの手法構築

つながりづくり（枝）
社会的視点

対馬もりびと協同組合の設立
・舟志の森自然学校の整備
・舟志の森づくりの実践活動

ひとづくり（葉っぱ）
ESDの視点

持続可能な森づくりの
担い手の確保と育成

ツシマモリビトの確保と
育成の場づくり
（拠点での研修等）

なりわいづくり（果実）
経済的視点

森林資源の持続可能な利用のため
の具体的な経済活動の作り込み

森林資源の高付加価値化
の実践（新商品開発等）
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休眠預金事業
ソーシャルビジネス推進
モリビトの確保と育成

多様な主体が参画し、森林の保全と
持続可能な利用を推進するための森

づくりを推進する仕組みや
制度の作り込み

仕組みづくり（雨・太陽）
政策的視点

• トラヤマの杜の認定制度
• OECM/自然共生サイト登録
• 森林管理システムとの連動
（地主との管理契約の推進）

次年度の取り組み
将来的には「森のソーシャルビジネスの専門学校」の機能を有する活動へ

地域循環共生圏事業
調査・研究の推進体制
森づくりの仕組み検討

雇用機会拡充支援
推進体制の構築
活動拠点の整備


